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４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の

整備その他の市街地の整備改善のための事業に関する事項

［１］市街地の整備改善の必要性

(1) 現状分析

（現状）
中心市街地は、天正 11 年（1583 年）に真田昌幸が築城した上田城の城下町として、また、北

国街道の宿場町として形成されてきた。現在でも数多く残されている文化財や歴史的建造物、道路

形態などが当時の面影を残し、現在の中心市街地の骨格となっている。

昭和 35 年当時の人口集中地区は、中心市街地の区域と概ね同じ地域で拡がっていたが、その後

の車中心の生活様式への変化などから、郊外居住や生活の広域化などが進み、人口集中地区の面積

は２倍以上に拡がり、人口集中地区の人口密度は逆に約 74 人/ha から約 37.6 人/ha と約半分に

まで低下し、市街地の中心性、求心力は以前に比べ、小さくなってきてはいるものの、官公庁、文

化施設、歴史的資源などが比較的狭い範囲に集積している。

（事業の取組状況）
平成 11 年に策定した基本計画では、高速交通時代に相応しい中心市街地の街並みを整備するた

め、南天神町常田線などの駅環状線や中央通り街並み整備事業などによる基盤整備を進めた。また、

上田市の顔となる市街地を形成するため、上田駅お城口の再開発事業に取組み、上田地域の玄関口

にふさわしい利便性の確保と文化・情報の拠点として整備し､一定の成果を得ている状況である。

(2) 市街地の整備改善の必要性

（テーマとの関連）
城下町として形成された結果、各所に枡形の道路が構築されており大正から昭和にかけて整備が

進められてきた。北陸新幹線が平成 27 年 3 月に金沢まで延伸となり、３社の鉄道路線が接続する

交通結節点として、ますます重要性が高まる上田駅の活用や、前計画で整備されたＪＴ開発地にお

ける、交流文化芸術センター・上田市立美術館、大型商業施設等との連携により、多くの人を呼び

込み「賑わいの再興」につなげ、「城下町ルネッサンス」を図るために必要である。

（目標との関連）
ＪＴ開発地は、前計画で整備された民間の住宅団地は、上田駅に至近の交通利便性の高い住宅地

として居住人口増加につながっている。一方で、空き店舗の増加など市街地の空洞化は進展してお

り、さらなる機能集積の取組みが必要となっている。

また、昭和 30 年代に中心商店街で建設された共同ビルが老朽化し、その周辺に空き店舗が目立

っている。さらに都市機能を集積させるためには建物の建て替えなどが今後の課題となっている

が、個店には単独で建て替えができる体力はなく、国の補助金などを効果的に活用し、また、住民

にとって地域資源としての商店街の連担性を確保していく必要がある。

このように居住満足度の高い中心市街地としていくため、都市基盤の整備と都市機能の更新・向

上を進める市街地の改善を促していく必要がある。

（重点事業）
以上の現状及び必要性を踏まえ、中心市街地の活性化を目指す上で必要性が高く、目標達成に大

きく寄与する「市街地の整備改善」事業として、以下の事業を位置付ける。

① 上田城跡公園駐車場整備、史跡上田城跡公園整備事業及びまちの駅設置による公園、駐車場

等の公共施設の整備事業

② 「上田地域 30 分（サンマル）交通圏構想」を実現し、上田都市圏道路計画に位置付けた都

心環状道路の一部となる街路を整備する事業

③ 安全・安心な市街地を形成するための地域内の道路を整備する事業

④ 土地の有効活用を促進する事業
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［２］ 具体的事業の内容

（１） 法に定める特別の措置に関連する事業

該当なし

（２）① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業

事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置付け及び必要性

支援措置の内

容及び実施時

期

そ の 他

の事項

■事業名
①櫓下泉平線道路
整備事業

■内容
天神三丁目と城跡
下を直結する道路
を新設することで
交通の円滑化を図
る道路整備事業
（延長：132ｍ）

■実施時期
平成 20～27 年
度

上田市 ＪＴ開発地（天神三丁目）と上田城跡公

園は鉄道で分断されており、回遊性を高め

るためには鉄道を跨ぐ道路の新設が必要

となっている。

地域住民の快適性を高め、居住満足度の

高い安全・安心な中心市街地の形成を進め

る「中心市街地の居住人口」の増加を目標

とする中心市街地の活性化に必要な事業

である。

【支援措置】

社会資本整備総

合交付金（都市

再生整備計画事

業）

（千曲川リバー
サイド地区Ⅰ
期・Ⅱ期）

【実施時期】
平成 20～27
年度

■事業名
②上田橋中島線道
路整備事業

■内容
千曲川堤防道路の
改修により交通の
円滑化を図る道路
整備事業
（ 延 長 ： 1,540
ｍ）

■実施時期
平成 20～28 年
度

上田市 古舟橋と上田橋を結ぶ堤防道路は、千曲

川左岸地区から上田駅へのアクセス道路

となるが、一部が未改良となっている。

アクセスする道路整備は、居住満足度の

高い安全・安心な中心市街地の形成を進め

る「中心市街地の居住人口」の増加を目標

とする中心市街地の活性化に必要な事業

である。

【支援措置】

社会資本整備総

合交付金（都市

再生整備計画事

業）

（千曲川リバー
サイド地区Ⅰ
期・Ⅱ期）

【実施時期】
平成 20～28
年度
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■事業名
③公共サイン整備
事業

■内容
ユニバーサルデザ
インに配慮し、案
内サイン（標識）
を設置

■実施時期
平成 25～27 年
度

上田市 観光客が車で中心市街地に訪れる際、目

的地への円滑な誘導を行う。観光施設、主

要な集客施設に優先し設置。

ユニバーサルデザインに配慮し、案内サ

イン（標識）を設置することは、特に上田

市への転入者、高齢者及び障がい者が、街

なかを安心安全に移動することができ目

的地への的確な誘導を図ることにつなが

り居住満足度を高め、また、「中心市街地

の歩行者通行量」の増加を目標とする中心

市街地の活性化に必要な事業である。

【支援措置】
社会資本整備総
合交付金（都市
再生整備計画事
業）
( 上 田 城 下 町 地

区)

【実施時期】
平成 25～26
年度

【支援措置】
社会資本整備総
合交付金（都市
再生整備計画事
業）
(上田城下町三期

地区)

【実施時期】
平成 27 年度

■事業名
⑥新参町線無電柱
化事業

■内容
無電柱化による防
災面の向上と、道
路空間の再構築に
よる安全性の向上
を図る道路整備事
業
（延長：490ｍ）

■実施時
平成 27～31 年
度

上田市 上田城跡公園と中心市街地を結ぶメイ

ンロードである新参町線の電線地中化に

より、都市景観及び防災面の向上と、安全

な通行空間の確保を図ることは、居住満足

度の高い安全・安心な中心市街地の形成を

進める「中心市街地の居住人口」の増加に

必要な事業である。

合わせて、地域のイメージや周辺の景観

との調和を図るため、市民協働による景観

ルールづくり等を推進する整備事業は、

「中心市街地の歩行者通行量」の増加を目

標とする中心市街地の活性化に必要な事

業であり、観光客の回遊性の向上にも繋が

る必要な事業である。

【支援措置】
社会資本整備総
合交付金（都市
再生整備計画事
業）
(上田城下町三期

地区)

【実施時期】
平成 27～31
年度

■事業名
⑨観光交流センタ

ー（まちの駅）設

置運営事業

■内容
観光案内や観光ト
イレ、商店街活動
拠点整備

■実施時
平成 27 年度

上田市 設置予定場所は「歴史と散策の拠点」に

位置付けられ、上田城跡公園や上田駅の観

光客を街なかに回遊させる重要なポイン

トである。
上田市の観光案内や観光トイレ、さらに

平成 28 年 NHK 大河ドラマ「真田丸」の
関連資料を展示し、また通常は商店街活動
にも活用することとで、街なか観光の拠点
になることから、「中心市街地の歩行者通
行量」の増加を目標とする中心市街地の活
性化に必要な事業である。

【支援措置】
社会資本整備総
合交付金（都市
再生整備計画事
業）
(上田城下町三期

地区)

【実施時期】

平成 27 年度
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■事業名
⑪上田城跡公園北
駐車場整備事業
■内容
不足している上田
城跡公園の駐車場
を整備
「二の丸北（青少
年ホーム）」

■実施時期
平成 27 年度

上田市 上田城跡公園は千本桜まつりや上田城

けやき並木紅葉まつりをはじめ、多くの市

民や観光客が訪れ、イベントの際には、駐

車場が不足していることから、場所を確保

する車で市内の道路が渋滞する状況であ

る。
駐車場整備を行うことで、来園者の利便

性を向上させ、中心市街地の拠点として賑
わいが生まれ回遊性が高まり、活性化が図
られることから、「中心市街地の歩行者通
行量」の増加を目標とする中心市街地の活
性化に必要な事業である。

【支援措置】
社会資本整備総
合交付金（都市
再生整備計画事
業）
(上田城下町三期

地区)

【実施時期】
平成 27 年度

■事業名

○87上田城跡前修景

事業

■内容

上田城跡と中心商

店街を結ぶ道路の

修景整備

■実施時期

平成 27 年度

上田市 第二中学校改築事業に併せ、上田城跡前
から中心商店街へ向かう大手通り沿いに、
周辺の環境にも配慮した土塀風の外壁を
整備し、城下町の雰囲気が漂うまちづくり
を推進する。これにより都市の魅力向上が
図れることから、「中心市街地の歩行者通
行量」の増加を目標とする中心市街地の活
性化に必要な事業である。

【支援措置】
社会資本整備総
合交付金（都市
再生整備計画事
業）
(上田城下町三期

地区)

【実施時期】
平成 27 年度

（２）② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置付け及び必要性

支 援 措 置 の

内 容 及 び 実

施時期

そ の 他

の事項

■事業名
④街なみ環境整備
事業 柳町紺屋町
地区

■内容
旧北国街道の歴史
的街なみを生かし
た道路・広場整備、
建物の修景整備
（延長：700ｍ）

■実施時期
平成 16～27 年

度

上田市 柳町紺屋町地区は中心市街地の観光の拠

点である上田城跡公園、池波正太郎真田太

平記館の中間に位置し、中心市街地の回遊

性を創出する重要な地点であることから、

市民、事業者等が連携した活動により地域

活力の向上を図る「中心市街地の歩行者通

行量」の増加を目標とする中心市街地の活

性化に必要な事業である。

【支援措置】
社会資本整備
総合交付金（街
なみ環境整備
事業）
道路

国 １／２
市 １／２

修景
国 １／３
市 １／３

事業者 １／３
【実施時期】
平 成 16 ～
27 年度

（３） 中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

該当なし

（４） 国の支援がないその他の事業
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事業名、内容及び

実施時期

実施

主体
目標達成のための位置付け及び必要性

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期

その他の

事項

■事業名

⑤中常田新町線

道路整備事業

■内容

交通の円滑化を

図る道路整備事

業

（延長：65Ｍ）

■実施時期

平成 24～28 年

度

長野県 千曲川右岸地区から、都市計画道路中常
田小牧線、秋和踏入線を経て駅周辺へ接続
する道路であるが、一部が未改良となって
いる。本路線の一部区間は県の街路事業に
より実施中であることから、事業効果を高
め、中心市街地へのアクセス強化を図るこ
とは、居住満足度の高い安全・安心な中心
市街地の形成を進める「中心市街地の居住
人口」の増加を目標とする中心市街地の活
性化に必要な事業である。

■事業名

⑦史跡上田城跡

整備事業

■内容

国指定史跡であ

る上田城跡を整

備

■実施時期

平成 2～31 年度

上田市 史実に基づく上田城跡の保存・活用方針
を定めた「保存管理計画」と櫓や武者溜り
などの復元方策を示した「整備基本計画〈改
訂〉」の 2 つの計画を策定し、本丸櫓の復元
など、国指定史跡である上田城跡を国、県、
上田市、所有者、市民が一体となって、保
存して次世代に継承することは、観光地と
しての魅力を高め、「中心市街地の歩行者通
行量」の増加を目標とする中心市街地の活
性化に必要な事業である。

【支援措置】

国宝重要文化

財等保存整備

費補助金

史跡等公有化

事業費補助金

■事業名

⑧第二中学校改築

事業

■内容

施設の老朽化等よ

り建替えを行う

■実施時期

平成 23～28 年

度

上田市 施設の老朽化等より建替えを行う第二中
学校は、市のシンボル上田城の目の前にあ
り、中心商店街に向かう途上にある。整備
にあたっては、外観をお城風のデザインと
し、上田城跡の景観に配慮する。ま た 、か
つて藩校にちなんだ「 明 倫 の 間 (仮 称 )」
も 整 備 し て 旧 明 倫 堂 の 資 料 な ど を
展 示 し て 地 域 に 開 放 事 業 は 、住 空 間
と 魅力を高め、「中心市街地の歩行者通行
量」の増加を目標とする中心市街地の活性
化に必要な事業である。

【支援措置】

公立学校施設

費国庫負担金

学校施設環境

改善交付金

■事業名
⑩上田城跡公園駐
車場整備事業

■内容
不足している上田
城跡公園の駐車場
を整備
「櫓下駐車場」

■実施時期
平成 27 年度

上田市 上田城跡公園は千本桜まつりや上田城け

やき並木紅葉まつりをはじめ、多くの市民

や観光客が訪れ、イベントの際には、駐車

場が不足していることから、場所を確保す

る車で市内の道路が渋滞する状況である。
駐車場整備を行うことで、来園者の利便

性を向上させ、中心市街地の拠点として賑
わいが生まれ回遊性が高まり、活性化が図
られることから、「中心市街地の歩行者通行
量」の増加を目標とする中心市街地の活性
化に必要な事業である。
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５．都市福利施設を整備する事業に関する事項

［１］都市福利施設の整備の必要性

(1) 現状分析

（現状）

上田市でも、車中心の生活様式の進展などから市街地の拡大が進んだが、中心市街地では、通学

区域内の生徒数が偏在した中学校や郵便局など一部の施設が区域外に移転したものの、市役所、市

民会館、文化会館、図書館などの施設が中心市街地に立地しており、その後もふれあい福祉センタ

ーや情報ライブラリーなど新たな公共施設は中心市街地に整備された。また、病院、福祉施設、介

護関連施設についても中心市街地に多く立地している状況である。

さらに、前計画では、大規模遊休地であった旧第一中学校跡地に総合保健センターが整備され、

周辺の中央公民館、市民プラザゆう とも連携し、市民の健康福祉の拠点として機能している。

一方で、既存の各施設は昭和 30、40 年代に建設され、老朽化が進んでおり、将来的に建替え

を進めていくことが必要となっている。上田城跡公園内にあって老朽化が進んでいた市民会館につ

いては、ＪＴ開発地の交流文化芸術センターに機能を譲り、取り壊しが決まり、計画の史跡上田城

跡整備事業の中で計画が進められることになっている。

（事業の取組状況）
中心市街地は高齢化率が高いことから、公営住宅の整備とともに民間事業者による共同住宅､社

会福祉施設の整備が順次行われてきたが、さらに、前計画により、民間事業者による上田城大手門

地区の高齢者福祉施設整備に対し支援してきたところであり、居住人口の増加や居住満足度の向上

に対して一定の成果を得ている状況である。

また、前計画で整備された、マンションなど集合住宅により、中心市街地の小学校、中学校の児

童生徒数が増加した。一方、子育て中の若い母親にとって就労のための環境整備も求められている

ことから、現在、民間事業者により、街なかの中規模の空き店舗を活用し、子育て中の女性が生き

がいを持っていきいきと働ける施設整備が計画されており支援していく必要がある。

(2) 都市福利施設の整備の必要性

（テーマとの関連）
上田城跡公園や池波正太郎真田太平記館は、上田市の城下町としての歴史を今に伝える貴重な都

市福利施設であり、その整備、運営は「歴史的・文化的遺産を活用」して「城下町のルネッサンス」

を図るために必要である。また、市内に残るかつての職人に由来した町名は多様な機能を城下町に

備えようとした名残である。現代のまちづくりには少子高齢化に対応するなど各種の都市機能を整

備し、街中の居住人口を増やすことで「賑わいを再興」して「城下町ルネッサンス」を図るために

必要である。

（目標との関連）

中心市街地では、街なか居住を図るために必要な都市福利施設は概ね揃っているが、当時の開発

可能地に整備された結果、点在した形になっているともに、施設の老朽化も進んでおり､市民にと

って利便性は低下しつつある。

このことから、中心市街地に住む市民にとって居住満足度をさらに高めるとともに、中心市街地

の一つにふさわしい都市機能の更新が必要である。

（重点事業）

以上の現状及び必要性を踏まえ、中心市街地の活性化を目指す上で必要性が高く、目標達成に寄

与する「都市福利施設の整備」事業として、以下の事業を位置付ける。

① 上田市のシンボルであり、市民にとっての憩いの場であるとともに広域的な観光拠点となる

上田城跡公園を整備する事業

② 子育て中の女性が生きがいを持っていきいきと働ける施設整備事業の支援事業

③ 各種の都市機能を担う公共公益施設を運営する事業



83

［２］具体的事業の内容

（１） 法に定める特別の措置に関連する事業

該当なし

（２）① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業

事業名、内容

及び実施時期

実施

主体
目標達成のための位置付け及び必要性

支 援 措 置 の
内 容 及 び
実 施 時 期

その他

の事項

■事業名
⑫上田城跡公園バ
リアフリー化事業
■内容

バリアフリー法に

配慮した、園路整

備

■実施時期

平成 27～28 年

度

上田市 中心市街地の回遊性を創出する重要な拠点
である上田城跡公園のバリアフリー化整備を
行うことは、訪れる市民や観光客の利便性を
向上させ、安全で安心して園内を散策できる
ことから、上田城跡公園の利用者数の増加に
つながっている。バリアフリー法に配慮した
整備は、観光地としての魅力を高め、「中心市
街地の歩行者通行量」の増加を目標とする中
心市街地の活性化に必要な事業である。

【支援措置】
社会資本整備
総合交付金（都
市公園等事業）

【実施時期】
平 成 27 ～
28 年度

■事業名

○88ふれあい福祉セ

ンター耐震改修事

業

■内容

福利施設の耐震改

修

■実施時期

平成 28～30 年

度

上田市 中心市街地に位置するふれあい福祉センタ
ーは、地域福祉の拠点として利用され、また
災害時における地域の避難所にも指定されて
いるが、耐震性が確保されていない。

施設の耐震化を図り、安全を確保すること
は、安全・安心な中心市街地の形成にもつな
がり、施設利用者の増加も期待できることか
ら、「中心市街地の歩行者通行量」の増加を目
標とする中心市街地の活性化に必要な事業で
ある。

【支援措置】
社会資本整備
総合交付金（都
市再生整備計
画事業）
(上田城下町三

期地区)

【実施時期】
平 成 28 ～
30 年度

（２）② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

該当なし

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

事業名、内容

及び実施時期

実施

主体
目標達成のための位置付け及び必要性

支 援 措 置 の
内 容 及 び
実 施 時 期

その他

の事項

■事業名
⑬サポートステー
ション運営事業

■内容
就労問題で悩む若
者に対する支援と
してｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾘﾝ
ｸﾞ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのｽ
ｷﾙｱｯﾌﾟ等を行う。

■実施時期
平成 20 年度～

NPO 法
人侍学
園スク
オーラ
今人

サポートステーションは就労問題で悩む
若者の相談場所として国の委託を受けて平
成 20 年度にスタートした。

中心市街地の中で重要な既存ストックで
ある商業地に、若者の就労支援という多様な
都市機能を集積して来街者を増やすことは、
市民、事業者等が連携した活動により地域活
力の向上を図る「中心市街地の歩行者通行
量」の増加を目標とする中心市街地の活性化
に必要な事業である。

【支援措置】
厚 生 労 働 省
委託事業
厚 生 労 働 省
委託「地域若
者 サ ポ ー ト
ス テ ー シ ョ
ン事業」

【実施時期】
平成 20 年度
～
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（４）国の支援がないその他の事業

事業名、内容

及び実施時期

実施

主体
目標達成のための位置付け及び必要性

国 以 外 の 支
援 措 置 の 内
容 及 び 実 施
時 期

その他

の事項

■事業名
⑭子育て中の女性
がいきいきと働く
ための環境整備事
業

■内容
子 育 て 中 の 女 性
が、生きがいを持
っていきいきと働
ける環境を整備す
る。

■実施時期
平成 26 年度～

上田市
・一般社
団法人
ループ
サンパ
チ

中心市街地の５階建ての空き店舗中、１・
２階を借り上げ、1)コワーキングスペース（3
階）、2)知育コンテンツ／託児（2 階）、3)
キッチンスタジオ（1 階）を改修設置、子育
て中の女性が、生きがいを持っていきいきと
働ける環境を整備することは、市民、事業者
等が連携した活動により地域活力の向上を
図る「中心市街地の歩行者通行量」の増加を
目標とする中心市街地の活性化に必要な事
業であり、「空き店舗数」の減少に必要な事
業である。

■事業名
⑮コミュニティ施
設等整備事業（柳
町商工振興会）

■内容
柳町商店街の空き
店舗活用し、コミ
ュニティ等の用に
供する施設を整備
する。

■実施時期
平成 27 年度

柳町ま
ちづく
り株式
会社
柳町商
工振興
会

柳町は旧北国街道に面し、江戸末期から明
治期に建築された建物が多く現存する。

文化と歴史の佇まいを今に残す希有な商
店街であるが、近年空き店舗が増え、それに
伴い地域コミュニティの担い手としての機
能が低下している。

空き店舗を改築し、コミュニティ機能を備
えた施設を整備することで、
①柳町の景観の維持、保全を図り、
②施設での事業者を地域コミュニティの担
い手として人材育成を図ることは、施設利用
者を中心に「中心市街地の歩行者通行量」の
増加を図るため必要な事業であり、「空き店
舗数」の減少に必要な事業である。

■事業名
⑯観光会館売店運
営事業

■内容
上田城跡公園に隣
接する観光会館内
で、観光客へのお
もてなしと観光情
報の発信を行う事
業

■実施時期
平成 21 年度～

上田観
光コン
ベンシ
ョン協
会

観光会館は、上田城跡公園に隣接し、地元
物産品の販売とともに観光案内、上田の魅力
を紹介（真田氏関連ジオラマ・観光パンフレ
ット等）するなど情報発信の場である。

観光に特化した施設である観光会館の積
極的運営は、「上田市」の総合的なブランド
力を高め、「中心市街地の歩行者通行量」の
増加を目標とする中心市街地の活性化に必
要な事業である。
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■事業名
⑰共同作業所「ぽ
けっと」運営事業

■内容
主に知的障害者を
中心に、喫茶店の
運営や販売事業を
通じて日常的な生
活訓練と社会参加
を図るとともに地
域 との 交流 を 図
る。

■実施時期
平成 13 年度～

NPO 法
人 ぽ け
っと

「ぽけっと」は、障がい者の生活訓練の場
であるとともに、地域社会との交流の場であ
る。

中心市街地の中で重要な既存ストックで
ある商業地に、障がい者の生活訓練及び社会
参加の場であり、多様な都市機能を集積して
来街者を増やすことは、市民、事業者等が連
携した活動により地域活力の向上を図る「中
心市街地の歩行者通行量」の増加を目標とす
る中心市街地の活性化に必要な事業である。

魅 力 あ
る 商 店
街 づ く
り 支 援
事 業 補
助 金
(市)
(コミュ
ニ テ ィ
施 設 設
置)

■事業名
⑱上田市立博物館
活用事業

■内容
上田城跡内に立地
す る博 物館 と し
て、上田城の歴史
に加えて、城下町
の発展の歴史を企
画展・講座及び各
種イベントにより
紹介し、史跡や寺
院・町並みなど城
下町の痕跡を訪ね
歩く機会を促す事
業。

■実施時期
平成 21 年度～

上田市 上田城跡公園内にある市立博物館は、上田
を代表する著名人「真田氏」に関するものや
城下町に関係する資料等を展示する文化施
設である。また、上田市街地にあって重要な
観光ポイントとなっている。

博物館には、多くの来訪者が訪れ、上田城
趾及び城下町上田の史跡や寺院・町並みなど
の情報を得る拠点ともなっている。このこと
から、博物館では、上田城の歴史に加えて、
城下町の発展の歴史を企画展・講座及び各種
イベントにより情報発信し、様々なニーズに
応えるよう努力している。こうした取り組み
により、歴史に興味のある観光客及び上田市
民の市街地での回遊は高まると考える。

この事業は、上田市の総合的なブランド力
を高め、「中心市街地の歩行者通行量」の増
加を促す中心市街地活性化に必要な事業で
ある。

■事業名
⑲海野町会館運営
事業

■内容
学びによる街なか
賑わい創り推進事
業

■実施時期
平成 21 年度～

海野町
商店街

商店街振興組合が設置した「海野町会館」
は一般の地域活動の利用に供している。

「海野町会館」は、組合員のみならず、広
く①「学びによる街なか賑わい創り」推進、
②子育て中のお母さんたちの来街を促すた
め「赤ちゃんステーション」に対応したトイ
レ等設置や情報の発信（掲示板設置）を行っ
ている。市民、事業者等が連携した活動によ
り地域活力の向上を図る「中心市街地の歩行
者通行量」の増加を目標とする中心市街地活
性化に必要な事業である。

■事業名
⑳海野町ふれあい
サロン（高齢者の
ふれあいの場）

■内容
商店街の空き店舗
活用し高齢者の交
流サロンを設置運
営

■実施時期
平成 12 年～

上田市 平成１２年４月介護保険制度のスタート
に伴い、介護保険法の円滑な実施のために
は、その制度の健全運営とともに、高齢者が
要介護状態になることを予防する取り組み
を積極的に進めていくことが重要とされて
いる。また介護保険サービスの整備ととも
に、健康づくり・生きがいづくり等のための
一般福祉施策の充実が求められている。

国におけるこの介護予防拠点整備事業と
商店街の空き店舗活用事業が重なり、高齢者
向けのトイレ等の設置された「海野町ふれあ
いサロン」の運営が平成１２年６月よりスタ
ートし、今では高齢者の方の手作り作品展
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示・憩いの場として活用されている。
「中心市街地の歩行者通行量」の増加を目

標とする中心市街地の活性化に必要な事業
である。

■事業名
○21上田情報ライブ
ラリー運営事業

■内容
上田駅に隣接する
館内で、図書館機
能と生涯学習機能
を併せ持つ施設と
して、NPO 法人
図書館倶楽部とも
協力して各種イベ
ント等を開催し、
市民の利便性を高
める事業

■実施時期
平成 16 年度～

上田市 上田情報ライブラリーは、「暮らしとビジ
ネス支援」をテーマに書籍にとらわれない情
報収集の場であるとともに、地域の重要な資
源である千曲川流域の資料を広く収集し、
「千曲川地域文化を創造・発信」をコンセプ
トに掲げている。

中心市街地の中で重要な既存ストックで
ある商業地に、ＩＣＴに特化した駅前図書館
施設という、多様な都市機能を集積して来街
者を増やすことは、市民、事業者等が連携し
た活動により地域活力の向上を図る「中心市
街地の歩行者通行量」の増加を目標とする中
心市街地の活性化に必要な事業である。

■事業名
○22赤ちゃんステー
ション設置推進事
業

■内容
子育て中の女性に
とっても安心して
来れる環境整備

■実施時期
平成 21 年度～

上田市 「赤ちゃんステーション」は、上田市が独
自に取組む子育て支援事業で、授乳場所、お
むつ交換場所、子供と一緒に入れるトイレを
無料で貸してくれるお店や施設を指定する
制度である。

「赤ちゃんステーション」をまち中に整備
することは、子育て中の女性にとって、安心
して中心市街地を訪れることができる環境
整備になる。

また、商店街全体で子育て支援に取り組む
ことは、安心安全の商店街のイメージアップ
になり、さらに「子育てするなら上田市の真
ん中で」という意識にもつながり、居住満足
度の高い安全・安心な中心市街地の形成を進
める「中心市街地の居住人口」の増加にもな
り、さらに市民、事業者等が連携した活動に
より地域活力の向上を図る「中心市街地の歩
行者通行量」の増加を目標とする中心市街地
の活性化に必要な事業である。

■事業名
○23交流文化芸術セ
ンター運営事業

■内容
交流文化芸術セン
ターを活用した交
流と文化事業

■実施時期
平成 26 年度～

上田市 JT 開発地に整備された「交流文化芸術セ
ンター」を地域の魅力と活力を創るシンボル
施設として位置づけ、市の有する地域文化や
歴史的、文化的遺産等の資源を活かし、地域
の将来を担う子どもたちの育成を行う事業
は、教育や福祉・医療面との連携により行政
効果、そして、まちに賑わいと活気をもたら
し、観光や商業、地場産業なども含めた地域
経済にも大きな波及効果をもたらすことが
期待されることから、居住満足度の高い安
全・安心な中心市街地の形成を進める「中心
市街地の居住人口」の増加にもなり、さらに
市民、事業者等が連携した活動により地域活
力の向上を図る「中心市街地の歩行者通行
量」の増加を目標とする中心市街地の活性化
に必要な事業である。

■事業名
○24上田市立美術館
事業

上田市 JT 開発地に整備された「市立美術館」を
地域の魅力と活力を創るシンボル施設とし
て位置づけ、市の有する地域文化や歴史的、
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■内容
上田市立美術館を
活用した文化発信

■実施時期
平成 26 年度～

文化的遺産等の資源を活かし、地域の将来を
担う子どもたちの育成を行う事業は、教育や
福祉・医療面との連携により行政効果、そし
て、まちに賑わいと活気をもたらし、観光や
商業、地場産業なども含めた地域経済にも大
きな波及効果をもたらすことが期待される
ことから、居住満足度の高い安全・安心な中
心市街地の形成を進める「中心市街地の居住
人口」の増加にもなり、さらに市民、事業者
等が連携した活動により地域活力の向上を
図る「中心市街地の歩行者通行量」の増加を
目標とする中心市街地の活性化に必要な事
業である。

■事業名
○25空店舗を活用し
た食のコミュ二テ
ィスペース・人材
育成事業
■内容
空店舗を活用した
「食のコミュ二テ
ィスペース」の設
置・運営を行う
■実施時期
平成 22 年度

松尾町
商店街

商店街が主体的に、空店舗を活用した「食
のコミュ二ティスペース」の設置・運営を行
い、各種教室の開催やキッズスペースの設置
等により、子育て世代の集客を図ること、さ
らに商店街各店舗へ、大型店でも使える電子
マネーシステムの導入により、顧客の利便性
を高め、来店者数の増加を図る事業を行って
いる。市民、事業者等が連携した活動により
地域活力の向上を図る「中心市街地の歩行者
通行量」の増加を目標とする中心市街地の活
性化にも必要な事業であり、「空き店舗数」
の減少に必要な事業である。

■事業名
○26池波正太郎真田
太平記館事業

■内容
池波正太郎真田太
平記館を活用した
活性化を行う

■実施時期
平成 10 年度～

上田市 池波正太郎真田太平記館は、時代小説の人
気作を数多く執筆した直木賞作家･故池波正
太郎氏の著作「真田太平記」を紹介する文学
館であり、常設展示では、氏の功績や作品に
関連した取材ノート・自筆原稿・遺愛品など
を展示。また、企画事業として、作品の歴史
的背景を史料等により紹介する企画展・講
座、季節に応じたイベント等意欲的な取組み
は、地域の魅力発信拠点であり、地域活力の
向上を図る「中心市街地の歩行者通行量」の
増加を目標とする中心市街地の活性化にも
必要な事業である。

■事業名
○27上田映劇を活用
した商店街活性化
事業

■内容
上田映劇を活用し
た活性化事業を行
う

■実施時期
平成 27 年度

実行委
員会

大正６年に開場された芝居小屋“上田劇
場”の頃と変わらない外観のままの映画館
『上田映劇』は、フィルム映画が掛けられる
市内唯一の映画館であり、お芝居用の舞台を
持つ。街に残る映画の灯を守るため、積極的
に自主映画上映や演芸などを行っている。ま
た、映画「青天の霹靂」等のロケ地にもなり、
撮影された映画を見、市を訪れる人などを対
象にしたスタンプラリー等活性化事業は、地
域活力の向上を図る「中心市街地の歩行者通
行量」の増加を目標とする中心市街地の活性
化にも必要な事業である。

■事業名
○86上田映劇エネル
ギー効率向上事業
■内容
上田映劇のエネル
ギー効率の向上を
図るための設備整
備
■実施時期
平成 27 年度～

民間事
業者

地域の歴史的資産とも言うべき「上田劇
場」は映画館と劇場機能を併せ持つ施設であ
る。当該施設のエネルギ―効率の向上を図り
つつ、施設本来の機能維持する施設改修は、
地元商店街の活性化にも重要であり、地域活
力の向上を図る「中心市街地の歩行者通行
量」の増加を目標とする中心市街地の活性化
にも必要な事業である。

経 済 産
業省「戦
略 的 中
心 市 街
地 エ ネ
ル ギ ー
有 効 利
用 事 業
費 補 助
金」申請
予定
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６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅供給のための事業

及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項

［１］街なか居住の推進の必要性

(1) 現状分析

（現状）

上田市全体では、平成 18 年以降、減少に歯止めがかからず、平成 18 年に対し平成 25 年では

96.1％、約 4％の減少になっている。一方、中心市街地に人口でも、車中心の生活様式の進展など

から、郊外居住化が進み、平成 7 年から 10 年間で約 11％の減少となっていたが、前計画で集合

住宅が増えたことにより、平成 22 年以降増加が続き、平成 21 年に対し平成 25 年で 104.7％と

約５％増加した。しかし、全国的な人口減少社会の動向と同様に、上田市の人口も減少が続いてい

る。

前計画で、中心市街地では民間によるマンション建設がみられ、人口増加したが、何もしなけれ

ば中心市街地でも減少に転じる可能性がある。老朽化が進む複数店舗の建て替えを進める中で良質

な住宅の供給と良質な住環境を整えることで、街なか居住を進めることが考えられる。

（事業の取組状況）
前計画では、海野町商店街において、優良建築物等整備事業による共同住宅（21 戸）の建設支

援を行い、その他、中心市街地の中では、民間事業によって高層の共同住宅の建設が行われ、中央

三丁目 50 戸、中央四丁目 49 戸、中央一丁目 69 戸、天神一丁目 55 戸、合計 223 戸の住宅が供

給された。また、ＪＴ開発地においても一戸建て住宅が 13０戸の住宅団地が設置されるなど、街な

か居住の推進が図られた。

(2) 街なか居住の推進の必要性

（テーマとの関連）
市内には城下町当時の先人の知恵の集積ともいえる「歴史的・文化的資産」が残されている。

社会が成熟した今、「どんなまちに住むか」ということは重要な要素のひとつであり、中心市街地

において歴史の重みを感じる町に住むことが居住満足度を向上できるように、「歴史的・文化的資産

の活用」と「城下町意識の高揚」は｢城下町ルネッサンス｣を図るために必要である。

（目標との関連）

中心市街地の居住人口の増加は、中心市街地の多様な都市機能の利用者を増やすことであり、市

民活動によって、地域内の活力やコミュニケーションの向上、安全・安心のまちづくりのために不

可欠な要素と考えられる。

このことから、さらに住宅供給や街なか居住を進める施策などを展開していくことが必要である。

（重点事業）

以上の現状及び必要性を踏まえ、中心市街地の活性化を目指す上で必要性が高く、目標達成に寄

与する「街なか居住の推進」事業として、以下の事業を位置付ける。

① 優良建築物等整備事業

② 街なかの居住を推進する民間事業

③ 街なか居住を促進する各種支援制度等に関する事業や、街なかの居住環境を向上させるための

各種の事業
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［２］具体的事業の内容

（１） 法に定める特別の措置に関連する事業

該当なし

（２）① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業

該当なし

（２）② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

事業名、内容

及び実施時期

実施

主体
目標達成のための位置付け及び必要性

支 援 措 置 の
内 容 及 び
実 施 時 期

その他

の事項

■事業名
○28優良建築物等整
備事業（原町一番
街地区）

■内容
中央二丁目（原町
商店街）の空き店
舗を含む共同ビル
を建替え、店舗及
び共同住宅（マン
ション）を建設

■実施時期
平成 28～29 年
度

民間事

業

多世代が賑わう、魅力ある商店街の再生
と、まちなか居住人口の増加を図るため、老
朽化が進む中央二丁目（原町商店街）の共同
ビルを建替え、１階には店舗、高層部は共同
住宅の分譲マンションを建設する。

商業地域の中心に生じている活用の見込
みのない空き店舗のある土地を有効活用し、
居住人口の増加と商店の連担性の確保を図
ることは、「中心市街地の歩行者通行量」の
増加を目標とする中心市街地の活性化に必
要な事業である。

＜予定住宅戸数 36 戸＞

【支援措置】
社会資本整備
総 合 交 付 金
（優 良 建 築
物 等 整 備 事
業）

【実施時期】
平 成 28 ～
29 年度

（３） 中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

該当なし

（４） 国の支援がないその他の事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

目標達成のための位置付け及び必要性
国以外の支援
措置の内容及
び 実 施 時 期

その他
の事項

■事業名
○29歴史的街並み景
観保全事業

■内容
柳町で瓦灯篭の製
作・点灯のほか従
来から学習のため
の「寺子屋塾」（一
般公開）、各種イベ
ントを実施

■実施時期
平成 18 年度～

柳 町 ま
ち づ く
り 協 議
会

柳町は、北国街道沿いの町として江戸時代

の雰囲気を良く残しており、観光客が訪れた

り、映画・テレビのロケにも使われている。

景観保全が進むことで、居住環境が向上

し、居住満足度の高い安全・安心な中心市街

地の形成を進める「中心市街地の居住人口」

の増加を目標とする中心市街地の活性化に

必要な事業である。

また、市民、事業者等が連携した活動によ

り地域活力の向上を図る「中心市街地の歩行

者通行量」の増加も期待される。
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■事業名

○30上田駅前パトロ

ール

■内容

地域が一体となっ

て 行 う パ ト ロ ー

ル・声かけ活動

■実施時期

平成 15 年度～

暴 走 族

対 策 会

議（市、

各 種 団

体）

上田駅前は、平成 15 年度に再開発によっ

て広場が大きく生まれ変わったが、休日の前

日の夜間には、バイクによる暴走行為など青

少年の健全育成にも悪い影響が懸念される

こともあったが、市民が中心となった定期的

な駅前パトロールが行われている。

居住環境の向上につながり、居住満足度の

高い安全・安心な中心市街地の形成を進める

「中心市街地の居住人口」の増加を目標とす

る中心市街地の活性化に必要な事業である。

■事業名

○31街なか健幸ウォ

ーク

■内容

街なかを歩くきっ

かけとしてウォー

キング事業

■実施時期

平成 27 年度～

上 田 商

業 21 世

紀会

街なか健幸ウォークの推進の一環として、

「街なか歩きマップ」を作成。これは、お子

さん連れのお母さんには、子育て応援施設、

トイレ、無料お休み処などの情報を、また、

シニア世代向けには、AED 設置場所や歩く

場合の距離・消費カロリーなど健康に役立つ

情報を提供し、安心して、楽しい街なか散策

に誘導する。

さらに多様な要望に応えた情報を提供し

街なか健幸ウォークに誘うことは「中心市街

地の歩行者通行量」の増加を目標とする中心

市街地の活性化に必要な事業である。

■事業名

○32商店街あったか

フォト選と商店街

マップ活用

■内容

商店街が行うフォ

トコンテスト

■実施時期

平成 25 年度～

上 田 商

業 21 世

紀会

「商店街あったかフォト選」はいわゆる写真

コンテストではなく、商店街へ来て欲しいと

いう願いを込めた企画。応募作品は、商店街

の協力商店のウィンドウ等に展示。「中心市

街地の歩行者通行量」の増加を目標とする中

心市街地の活性化に必要な事業である。

■事業名

○33信州上田街なか

サロン de 講座、

まち歩き事業

■内容

街なかを知り街を

好きになってもら

う事業

■実施時期

平成 24 年度～

上 田 商

業 21 世

紀会

城下町だった中心部の歴史を学ぶ連続講

座は、市内の商店街振興組合などでつくる上

田城下町ウォーキング実行委員会が「街なか

のことをよく知って、好きになってもらお

う」と市民向けに企画。元県立歴史館専門員

等を講師に中心市街地の歴史を中心商店街

の人に学んでもらう事業は、市民、事業者等

が連携し、地域の魅力を再発見し、地域活力

の向上を図る「中心市街地の歩行者通行量」

のため必要な事業である。
■事業名
○34優良建築物等整
備事業（海野町商
店会地区）
■内容
複数の店舗を共同
で建替え、店舗及
び共同住宅を建設
■実施時期
平成 28 年度

民間事

業

多世代が賑わう、魅力ある商店街の再生
と、まちなか居住人口の増加を図るため、老
朽化が進む複数の店舗（一部共同ビル）を建
替え、１階には店舗、高層部は共同住宅の分
譲マンションを建設し、居住人口の増加と商
店の連担性の確保を図ることは、「中心市街
地の歩行者通行量」の増加を目標とする中心
市街地の活性化に必要な事業である。

社 会 資
本 整 備
総 合 交
付金（検
討 中 、
28 年
度）



91

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、中

心市街地特例通訳案内士育成等事業その他の経済活力の向上のための事業及び措置に関する事

項

［１］経済活力の向上の必要性

(1) 現状分析

（現状）

上田市の中心市街地において発達してきた中心商店街は､東信州における商圏の中心でもあった

が、車中心の生活様式の多様化などを背景として空洞化が進み、一方、平成に入って以降は、郊外

の幹線道路沿道などに多くの大型のロードサイド店が進出した。このことから、中心市街地の小売

販売額は、平成 24 年には平成 9 年の約 16.7％の額に落ち込み（Ｐ11）、上田市全体の小売販売

額に占める中心市街地の割合は、平成 9 年の約 14.5％から約 3.5％にまで落ち込んでいる（Ｐ

11）。中心商店街の歩行者通行量も大きく減少しており、商店街全体で昭和 55 年の調査開始時点

は約 82,000 人であったのが、約 11．5％の約 9,400 人にまで落ち込んでいる。（Ｐ13）

この間､県庁所在である長野市や中信地域の拠点都市である松本市との年間商品販売額における

格差は拡大し､同じ東信地域内にある佐久市との差は縮小してきている｡（Ｐ11）

平成 26 年度に行った中心市街地活性化住民意識調査では、中心市街地の利用目的は買い物が約

60％と最も多いが、中心市街地では、ＪＴ開発地において大型商業施設ができ、「食料品、日用雑

貨などの買物」では、大型店の利用割合が増えるとともに、中心市街地の中小商店（商店街）にお

いても利用割合が増えている。中心市街地の居住者が増加するなか、中心市街地の中小商店（商店

街）では、生活サービスの強化が課題としてあげられる。（Ｐ37）

（事業の取組状況）

先の中心市街地活性化住民意識調査では、中心市街地の活気の状況は、「とても活気が出てきた」、

「少し活気が出てきた」の合計が、２６．５％と前回調査（２４．７％）より、１．８ポイント増

加し、一方、「少し寂れてきた」、「とても寂れてきた」の合計は、３４．５％と前回調査（４４．

１％）より、９．６ポイント回復しており、前計画事業により、活気を取り戻す方向に進みつつあ

ることは伺える。

しかし、歩行者通行量の減少には歯止めがかからず、空店舗活用による空き店舗の減少にまでは

至っていないことから、引き続き検討・実施が必要な状況である。

(2) 経済活力の向上のための事業及び措置の必要性

（テーマとの関連）
上田市は城下町として発展してきたが、商業はその中心的な位置を保ち、明治以後も鉄道の開通

によってさらに商圏を広げ、拠点都市としての地位を確立してきた。経済活力の向上による「賑

わいの再興」は、「城下町ルネッサンス」を図るために必要である。

（目標との関連）

経済活力の向上は、中心市街地が上田市のみならず東信地域の経済的中心としてあり続けるた

めに必要不可欠な要素であり、特に市民に対して求心力を与える商業集積、魅力づくりが必要と考

えられる。このことから、既存の商店街の魅力的な更新、消費者のニーズに即した商業集積づくり

などの施策を展開していくことが必要である。

（重点事業）
以上の現状及び必要性を踏まえ、中心市街地の活性化を目指す上で必要性が高く、目標達成に寄

与する「経済活力の向上」事業として、以下の事業を位置付ける。
① 増加している中心市街地の居住者に対し、商店街からの積極的アプローチによる商業都市と

しての魅力を伝え高める事業。
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② 既存商店街における空き店舗の解消や城下町としての歴史を来街者に伝える情報発信など

による魅力を高める事業。

③ 上田城跡公園への集客をきっかけとして既存市街地の回遊を図るイベントの実施。

［２］具体的事業の内容

（１） 法に定める特別の措置に関連する事業

該当なし

（２）① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

目標達成のための位置付け及び必要性
支 援 措 置 の
内 容 及 び
実 施 時 期

その他
の事項

■事業名
○36商店街イベント
開催事業

■内容
商店街振興組合が
集客のため継続し
て開催するイベン
トの費用に対し、
３／１０以内（６
０万円限度）を補
助

■実施時期
平成 14 年度～

商 店 街
振 興 組
合

前計画から実施し商店街の主体活動のイ
ンセンティブとして活用されており、新計画
でも有効な手段として、商店街振興組合等が
実施イベントに対し補助し活性化を促すも
のである。

商店街の独自の自主的主体的活動を支援
することは、市民、事業者等が連携した活動
により地域活力の向上を図る「中心市街地の
歩行者通行量」の増加を目標とする中心市街
地の活性化に必要な事業である。
①海野町商店街振興組合：七夕祭等
②天神商店街振興組合：ナイトバザール等
③松尾町商店街振興組合：幻灯舎イベント等
④商店街振興組合うえだ原町一番街商店
会：桜まつり等

【支援措置】
中心市街地活
性化ソフト事
業

【実施時期】
平 成 22 ～
31 年度

上 田 市
助成金

■事業名
○37賑わいのまちづ
くり（中心市街地
活性化支援事業）
事業

■内容
上田市ＴＭＯ（上
田商工会議所）が
ＴＭＯ構想に基づ
き、商業者や市民
の参画を得て行う
賑わいのまちづく
り事業に対し、円
滑かつ実効性のあ
る実施のため必要
な支援（事業費１
／２相当を助成）

■実施時期
平成 16 年度～

上 田 商
工 会 議
所

前計画から実施している事業であり、中心
市街地活性化に市と両輪となり取組む、上田
市ＴＭＯ（上田商工会議所）がＴＭＯ構想に
基づき、商業者や市民の参画を得て行う賑わ
いのまちづくり事業に対し、円滑かつ実効性
のある実施のための必要な支援（事業費１／
２相当を助成）を行い活性化を促している。

最も、商店街に近い関係にある商工会議所
に支援することで有効に活用されている。

市民、事業者等が連携した活動により地域
活力の向上を図る「中心市街地の歩行者通行
量」の増加を目標とする中心市街地の活性化
に必要な事業である。

【支援措置】
中心市街地活
性化ソフト事
業

【実施時期】
平 成 22 ～
31 年度

上 田 市
助成金

■事業名
○38中心商店街空き
店舗活用助成事業

■内容
商店街振興組合等

商 店 街
振 興 組
合等

商店街における空き店舗は増加傾向にあ
り、連担性が欠ける状況が懸念されるところ
から、前計画から実施している事業である。
商店街が主体性を促し、定期的に野菜市等を
開催し固定客も増える等集客を図る有効な
手段となっている。

空き店舗を活用してコミュ二ティ施設の
整備運営を行うことは、商店街における利便

【支援措置】
中心市街地活
性化ソフト事
業

上 田 市
助成金
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が、商業地域にお
いて、空き店舗を
コミュ二ティ施設
の用に供するため
の整備のための改
装費用又は賃貸料
の一部に対して補
助

■実施時期
平成 12 年度～

性の向上により来街者を増やして歩行者通
行量の増加を目標とする中心市街地の活性
化に必要な事業である。

市民、事業者等が連携した活動により地域
活力の向上を図る「中心市街地の歩行者通行
量」の増加を目標とする中心市街地の活性化
に必要な事業であり、「空き店舗数」の減少
に必要な事業である。

補助金額
改装：３分の１以内。ただし、１件につき

300 万円を限度。
賃貸料：２分の１以内。ただし、年間 200

万円を限度。
① ぽけっと（海野町商店街）
② 松尾町フードサロン（松尾町）
③ 原町ふれあいサロン（原町）
④ 海野町ＧＥＮＫＩ家（海野町）
⑤ Hanalab3 号店（海野町）

【実施時期】
平 成 22 ～
31 年度

■事業名
○41テナント出店支
援事業

■内容
商店街への商業者
の出店支援
出 店 時 改 修 補 助
1/3（上限 150
万円）

■実施時期
平成 21 年度～

上田市 商店街の誘致により出店する場合、出店時
改修に対し、1/3（上限 150 万円）の補助
を行うもの。

商店街の空き店舗の利活用推進を図るた
め魅力ある店舗を誘致することで、空き店舗
を減少させるとともに、特徴のある商店街を
形成することは、市民、事業者等が連携した
活動により地域活力の向上を図る「中心市街
地の歩行者通行量」の増加を目標とする中心
市街地の活性化に必要な事業であり、「空き
店舗数」の減少に必要な事業である。

【支援措置】
中心市街地活
性化ソフト事
業

【実施時期】
平 成 26 ～
31 年度

■事業名
○42上田城千本桜ま
つり事業
■内容
上田城跡公園の桜
を PR した各種イ
ベントの実施

■実施時期
平成 16 年度～

信 州 上
田 ま つ
り 実 行
委員会

上田城は「名城１００選」にも選ばれ、近
年は観光客も増加傾向にある。

上田城跡公園は、中心市街地にある一大観
光地であり、公園内の千本桜は見事であり多
くの観光客が訪れる。

上田城千本桜まつりは観光客を誘致する
事業であり、中心市街地に回遊させるきっか
けづくりであり、「中心市街地の歩行者通行
量」の増加を目標とする中心市街地の活性化
に必要な事業である。

【支援措置】
中心市街地活
性化ソフト事
業

【実施時期】
平 成 26 ～
31 年度

■事業名
○43上田真田まつり
事業

■内容
真田軍団出陣式、
武者行列、楽市楽
座など

■実施時期
昭和 57 年度～

信 州 上
田 ま つ
り 実 行
委員会

上田城跡公園から中心市街地商店街にわ
たって真田軍戦国武者行列は、真田幸隆、昌
幸、幸村に加え、各姫君隊が付いて壮麗な歴
史絵巻が春の上田を彩る。

このまつりは市民の祭りとして、また多く
の観光客が訪れることから、「中心市街地の
歩行者通行量」の増加を目標とする中心市街
地の活性化に必要な事業である。

【支援措置】
中心市街地活
性化ソフト事
業

【実施時期】
平 成 26 ～
31 年度

■事業名
○56夏祭り開催事業

■内容

連 合 自
治会・実
行 委 員
会他

中心市街地で夏に開催される「上田祇園
祭」は 100 近くの神輿や山車が、また「上
田わっしょい」には 100 以上の踊り連が参
加する。それぞれ市街地自治会や商店街を中

【支援措置】
中心市街地活
性化ソフト事
業
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７月：「上田祇園
祭」、「上田わっし
ょい」
８月：海野町七夕
祭
■実施時期
（ 上 田 わ っ し ょ
い）昭和 46 年度
～

心とする実行委員会が主催。
さらに海野町商店街で開催される七夕祭

では大きな七夕飾りが商店街に掲げられる。
いずれも大勢の見物客が集まる上田の夏

の風物詩。
商店街、自治会及び事業者等が連携した活

動により地域活力の向上を図る「中心市街地
の歩行者通行量」の増加を目標とする中心市
街地活性化に必要な事業である。

【実施時期】
平 成 26 ～
31 年度

■事業名
○64信州上田灯りの
祭典事業

■内容
駅前で、上田市を
アピールデザイン
のよるイルミネー
ションで賑わい創
出

■実施時期
平成 26 年度～

実 行 委
員会

平成 11 年以来、民間事業者が取組み、平
成 24 度から商店街、商工会議所及び市等で
組織した実行委員会で実施している上田駅
前イルミネーション事業は、市の玄関であり
顔である駅前で、上田市をアピールデザイン
のよるイルミネーションで賑わい創出を図
るとともに、訪れた観光客に上田のイメージ
アップを図る。

事業者等が連携した活動により地域活力
の向上を図る「中心市街地の歩行者通行量」
の増加を目的とする中心市街地の活性化に
必要な事業である。

【支援措置】
中心市街地活
性化ソフト事
業

【実施時期】
平 成 26 ～
31 年度

■事業名
○89城下町上田誘客
促進事業

■内容
城下町上田の魅力
発信とイベント等
による誘客促進

■実施時期
平成 27 年度

上田市 NHK 大河ドラマ「真田丸」放送や、北陸
新幹線の金沢延伸を契機に、歴史的資源と地
域の特色を活かしたまちづくりを推進するた
めの各種イベント開催や、関連特設サイトの
開設により、城下町上田の魅力を広く発信し、
交流人口の拡大に結び付けることは、「中心市
街地の歩行者通行量」の増加を目標とする中
心市街地の活性化に必要な事業である。

【支援措置】
社会資本整備
総合交付金（都
市再生整備計
画事業）
(上田城下町三

期地区)

【実施時期】
平成 27 年度

（２）② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

事業名、内容

及び実施時期

実施

主体
目標達成のための位置付け及び必要性

支 援 措 置 の
内 容 及 び
実 施 時 期

その他

の事項

【再掲】
■事業名
○28優良建築物等整
備事業（原町一番
街地区）
■内容
中央二丁目（原町
商店街）の空き店
舗を含む共同ビル
を建替え、店舗及
び共同住宅（マン
ション）を建設

■実施時期
平成 28～29 年
度

民間事

業

多世代が賑わう、魅力ある商店街の再生
と、まちなか居住人口の増加を図るため、老
朽化が進む中央二丁目（原町商店街）の共同
ビルを建替え、１階には店舗、高層部は共同
住宅の分譲マンションを建設する。

商業地域の中心に生じている活用の見込
みのない空き店舗のある土地を有効活用し、
居住人口の増加と商店の連担性の確保を図
ることは、「中心市街地の歩行者通行量」の
増加を目標とする中心市街地の活性化に必
要な事業である。

＜予定住宅戸数 36 戸＞

【支援措置】
社会資本整備
総 合 交 付 金
（優 良 建 築
物 等 整 備 事
業）

【実施時期】
平 成 28 ～
29 年度
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（３） 中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

事業名、内容

及び実施時期

実施

主体
目標達成のための位置付け及び必要性

支 援 措 置 の
内 容 及 び
実 施 時 期

その他

の事項

【再掲】
■事業名
⑮コミュニティ施
設等整備事業（柳
町商工振興会）

■内容
柳町商店街の空き
店舗活用し、コミ
ュニティ等の用に
供する施設を整備
する。

■実施時期
平成 27 年度

柳町ま
ちづく
り株式
会社
柳町商
工振興
会

柳町は旧北国街道に面し、江戸末期から明
治期に建築された建物が多く現存する。

文化と歴史の佇まいを今に残す希有な商
店街であるが、近年空き店舗が増え、それに
伴い地域コミュニティの担い手としての機
能が低下している。

空き店舗を改築し、コミュニティ機能を備
えた施設を整備することで、
①柳町の景観の維持、保全を図り、
②施設での事業者を地域コミュニティの担
い手として人材育成を図ることは、施設利用
者を中心に「中心市街地の歩行者通行量」の
増加を図るため必要な事業であり、「空き店
舗数」の減少に必要な事業である。

【支援措置】
地 域 商 業 自
立促進事業

【実施時期】
平成 27 年度

（４） 国の支援がないその他の事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

目標達成のための位置付け及び必要性
国以外の支援
措置の内容及
び 実 施 時 期

その他
の事項

■事業名
○35まちなかレンタ
サイクル事業

■内容
レンタサイクル実
施に向けた試行実
験

■実施時期
平成 22 年度～

上田市 前計画から実施し定期的に貸出があり、坂

の多い市街地を観光で回る手段として利用

者からも好評であり、低炭素社会の実現やコ

ンパクトなまちづくりに向けて、自動車に極

力頼らない市街地の移動手段の推進が必要

である。晴天率の高い上田地域の特色を活か

し、観光や仕事での来訪者、また日常生活に

おいても自転車での移動手段は効果的であ

ることから、レンタサイクル実施に向けた試

行実験を行なうものであり、市民、事業者等

が連携した活動により地域活力の向上を図

る「中心市街地の歩行者通行量」の増加を目

標とする中心市街地活性化に必要な事業で

ある。

■事業名
○39原町一番街商店
会幸村まつり（信
州上田真田六文銭
フェスティバルイ
ン）事業
■内容
歴史発掘、環境保
全、地産地消をテ
ーマに真田関連の
講演会、真田を売
出 す イ ベ ン ト や
PR

■実施時期
平成 20 年度～

原 町 一
番 街 商
店会

戦国ブーム、真田幸村ブームで多くの観光客
が上田城跡公園等を訪れている。商店街が真
田関連の講演会、真田を売出すイベントや
PR を行う。また、商店街にある池波正太郎
真田太平記館との連携を、さらに推進するこ
とにより、地域活力の向上を図る「中心市街
地の歩行者通行量」の増加を目標とする中心
市街地の活性化に必要な事業である。
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■事業名
○40空き店舗情報一
元化事業

■内容
空き店舗情報を所
有者等の協力を得
て一元化、新規出
店希望者に向けて
情報発信する事業

■実施時期
平成 17 年度～

上 田 商
工 会 議
所

空店舗情報を一元化し、出店を検討してい
る者に適時的確に情報を提供することによ
り商店街への出店を促すためには不可欠で
ある。

当該事業は出店増加につながり、空き店舗
の減少に必要な事業であり、また、市民、事
業者等が連携した活動により地域活力の向
上を図る「中心市街地の歩行者通行量」の増
加及び「空き店舗数」の減少を目標とする中
心市街地の活性化に必要な事業である。

■事業名
○44まち中観光誘客
事業

■内容
まち中の魅力を、
観光客及び市民に
ＰＲしまち中への
誘客を図る

■実施時期
平成 21 年度～

上 田 観
光 コ ン
ベ ン シ
ョ ン 協
会

城下町の魅力は歩いて初めて発見するこ
とが多い。上田城跡公園から中心市街地へツ
アー客を呼び込み、まち中観光へつなげ、中
心市街地活性化に資する。

①城下町戦国歴史散策
②蚕都上田散策
③城下町小路散策 など
まち中観光によって、中心市街地を回遊さ

せることで市民、事業者等が連携した活動に
より地域活力の向上を図る「中心市街地の歩
行者通行量」の増加を目標とする中心市街地
の活性化に必要な事業である。

■事業名
○45海野町商店街フ
ードサミット事業

■内容
「食」をテーマに
した海野町商店街
活性化

■実施時期
平成 21 年度～

海 野 町
商 店 街
振 興 組
合

海野町は、全国の中でも早いうちに歩行者
天国を実施したり、市内中心商店街の中で唯
一、駐車場を商店街振興組合で特色のある取
組みを続けている。消費者のニーズに即した
機能を導入し、買い物の場だけではない商店
街としての魅力を高めることで、上田城跡公
園及び池波正太郎真田太平記館への誘客に
つながることが期待でき、中心市街地の歩行
者通行量」の増加を目標とする中心市街地の
活性化に必要な事業である。

■事業名
○46松尾町商店街情
報誌「真田坂」発
行事業

■内容
地 域 情 報 の 受 発
信、

■実施時期
平成 19 年度～

松 尾 町
商 店 街
振 興 組
合

松尾町は、上田駅の開業に伴い原町と上田
駅を直線的に結ぶため、河岸段丘を切り崩し
てつくられた坂道沿いに商業集積が形成さ
れた。

通りの名前を「真田坂」としたフリーペー
パーを発行し、地域情報を含め、消費者が求
める情報を的確に発信していくことから、市
民、事業者等が連携した活動により地域活力
の向上を図る「中心市街地の歩行者通行量」
の増加を目標とする中心市街地の活性化に
必要な事業である。

■事業名
○47共通駐車券発行
事業

■内容
中心商店街近隣駐
車場について、買
い物客の利便性の
向上を図るため、
買い物額に応じて
駐車料金が割引に

駐 車 券
発行会

商店街では個店が、駐車場を確保している
例もあるが、適地がない場合もあり、自動車
に対する対応が必要となっている。

当該事業は、まち中の駐車場の利用を促す
ことで、商店街における利便性の向上につな
がり、市民、事業者等が連携した活動により
地域活力の向上を図る「中心市街地の歩行者
通行量」の増加を目標とする中心市街地の活
性化に必要な事業である。
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なる共通駐車券を
発行。

■実施時期
昭和 59 年度～
■事業名
○48海野町商店街駐
車場運営事業

■内容
中心市街地の来街
者に対する利便性
向上のため駐車場
を設置・運営する。

■実施時期
平成 8 年度～

海 野 町
商 店 街
振 興 組
合

商店街では個店が、駐車場を確保している
例もあるが、適地がない場合もあり、自動車
に対する対応が必要となっている。

海野町商店街振興組合は、独自に駐車場を
設置・運営することで、商店街における利便
性の向上につながり、市民、事業者等が連携
した活動により地域活力の向上を図る「中心
市街地の歩行者通行量」の増加を目標とする
中心市街地の活性化に必要な事業である。

■事業名
○49ＡＥＤ設置・運
用事業

■内容
四商店街に AED
を設置運営

■実施時期
平成 19 年度～

商 店 街
振 興 組
合

最近は、AED の有効性が認識され、公共
施設を始めとして設置箇所が増えている。

また、地元の南部自治会連合会が中心市街
地のＡＥＤ設置場所を地図に全戸配布して
いる。

高齢化社会の進展している中で中心商店
街においても安全・安心のまちづくりを進め
ることは、市民、事業者等が連携した活動に
より地域活力の向上を図る「中心市街地の歩
行者通行量」の増加を目標とする中心市街地
の活性化に必要な事業である。

■事業名
○50コミュニケーシ
ョンボード設置事
業

■内容
購買時の会話を
絵と文字でボー
ドに示したもの
を店内に設置す
ることにより、外
国人客にも対応

■実施時期
平成 20 年度～

商 店 街
振 興 組
合

上田市は周辺市町村に比べ外国人居住者
が比較的多いとされているが、日本語をうま
く解せない者もいて、商店主も買い物に訪れ
た外国人客とのコミュニケーションに苦慮
しているところである。

商店街における利便性の向上は、市民、事
業者等が連携した活動により地域活力の向
上を図る「中心市街地の歩行者通行量」の増
加を目標とする中心市街地の活性化に必要
な事業である。

■事業名
○51商店街イルミネ
ーション事業

■内容
各商店街及び駅
前広場で年末年
始の気分を盛り
上げ魅力ある商
店街づくり

■実施時期
平成 12 年度～

商 店 街
振 興 組
合
ラ イ ト
ア ッ プ
実 行 委
員会

中心市街地商店街が、上田駅前の「信州上
田灯りの祭典」に合わせ、それぞれイルミネ
ーションを設置点灯することで、買い物客が
増える年末年始の時期に商店街における娯
楽性の向上は、市民、事業者等が連携した活
動により地域活力の向上を図る「中心市街地
の歩行者通行量」の増加を目標とする中心市
街地の活性化に必要な事業である。
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■事業名
○52定期野菜市事業

■内容
近隣の生産者が生
産した野菜を商店
街の空店舗、空地、
会館などで直売

■実施時期
平成 5 年度～

海 野 町
商 店 街
振 興 組
合
原 町 一
番 街 商
店会

中心商店街では生鮮食料品を総合的に扱
う店舗が不足し、特に、自動車を所有しない
高齢者にとっては深刻な課題である。

地産地消の視点も取り入れて消費者ニー
ズに対応して新鮮な野菜を商店街で販売す
ることは、居住満足度の高い安全・安心な中
心市街地の形成を進める「中心市街地の居住
人口」の増加並びに市民、事業者等が連携し
た活動により地域活力の向上を図る「中心市
街地の歩行者通行量」の増加を目標とする中
心市街地の活性化に必要な事業である。
①海野町商店街振興組合「ほきぼき市」
②原町一番街商店会「原町市」

■事業名
○53「軍手ィ」プロ
ジェクト事業

■内容
信州大学繊維学部
の学生が商店街の
店舗でデザイン軍
手を製造・販売

■実施時期
平成 21 年度～

オ ン デ
マンド
・リメイ
ク

中心市街地に隣接する信州大学繊維学部
の学生が平成１７年から開店した「オンデマ
ンド･リメイク」はＴシャツ（繊維）にプリ
ントする事業を展開している。また平成 19
年から、デザインプリントした軍手を「軍手
ィ」と名付け商店街で販売している。

商店街との販売、告知支援連携を取った活
動により地域活力の向上を図ることは、市
民、事業者等が連携した活動により地域活力
の向上を図る「中心市街地の歩行者通行量」
の増加を目標とする中心市街地活性化に必
要な事業である。

■事業名
○54うえだ城下町映
画祭事業

■内容
上田でロケした映
画を中心にまち中
で上映する映画祭

■実施時期
平成 7 年度～

う え だ
城 下 町
映 画 祭
実 行 委
員会

上田市で撮影した映画（最近でも「青天の
霹靂」「ゼロの焦点」等多数）を中心に上映
する「うえだ城下町映画祭」は中心市街地に
ある映画館を主会場に開催。毎年多くの映画
ファンが集まるイベントになっている。

当該事業は、市民、事業者等が連携した活
動により地域活力の向上を図る「中心市街地
の歩行者通行量」の増加を目標とする中心市
街地活性化に必要な事業である。

■事業名
○55メディアとのタ
イアップ事業

■内容
上田がロケ地にな
った映画等に関連
したイベントで誘
客

■実施時期
平成 21 年度～

上 田 観
光 コ ン
ベ ン シ
ョ ン 協
会

上田市がロケ地となった映画やドラマは
数多くある。これらのロケ地や映画等を活用
した誘客活動をし、市、市民団体等が連携し
地域活力の向上を図ることは、市民、事業者
等が連携した活動により地域活力の向上を
図る「中心市街地の歩行者通行量」の増加を
目標とする中心市街地活性化に必要な事業
である。

■事業名
○57市街地景観整備
促進事業

■内容
カラマツで作った
ベンチなどを設置

■実施時期
平成 20 年度～

Ｎ Ｐ Ｏ
法 人 フ
ォ レ ス
ト 工 房
「 も く
り」

上 田
商 業 ２
１ 世 紀
会

ＮＰＯ法人フォレスト工房「もくり」は間
伐材を使った製品など加工･販売し自然環境
の大切さを伝えようとする団体。

中心市街地に間伐材で作ったベンチなど
を設置。市民、事業者等が連携した活動によ
り地域活力の向上を図る「中心市街地の歩行
者通行量」の増加を目標とする中心市街地活
性化に必要な事業である。
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■事業名
○58電子マネー端末
導入事業

■内容
中心商店街の多く
の店舗で、複数の
電子マネーが使え
る端末機を設置す
ることで大型店と
の回遊を図る

■実施時期
平成 23 年度～

中 心 市
街 地 商
店街

中心商店街の店舗で、nanaco(ナナコ)、
Ｅｄｙ（エディ），Ｗａｏｎ（ワオン）の３
種の電子マネーが使える端末機を設置。
電子マネーは商店街でも大型店でも使え、利
用に応じポイントが貯まることから“販売促
進効果”と“利用者の囲い込み”が期待でき
る。また、ポイント制度を個店独自に取組む
必要がないため、経費の節減になる。

大型店では、電子マネー取扱い店として商
店街店舗を宣伝し、共通のポイントラリー開
催により街なか回遊を図る。

また、電子マネーのチャージは、市街地に
ある大型商業施設に加え、一部大手門地区商
業施設でも可能になる。
さらに上田地域オリジナルのｎａｎａｃｏ
カード発行により地域のＰＲにもつながる。

大型店と市街地商店街の電子マネーの取
組みは、事業者等が連携した活動により地域
活力の向上を図る「中心市街地の歩行者通行
量」の増加を目的とする中心市街地の活性化
に必要な事業である。

■事業名
○59インフォメーシ
ョンコーナー設置
事業

■内容
ＪＴ開発地のアリ
オ 上田 の店 内 に
「上田市インフォ
メーションコーナ
ー」を設置し、中
心商店街情報等を
配置し街なか回遊
を図る

■実施時期
平成 23 年度～

上田市 ＪＴ開発地のアリオ上田が、店内に「上田
市インフォメーションコーナー」を設置。

中心市街地の商店街情報及び観光パンフ
レット、広報等を配置し情報発信。

市外からも多くの顧客を呼込む大型店の
来店者に、街なかの観光パンフレットやお店
情報等を発信することにより、街なかへの回
遊を図る。

事業者等が連携した活動により地域活力
の向上を図る「中心市街地の歩行者通行量」
の増加を目的とする中心市街地の活性化に
必要な事業である。

■事業名
○60真田十勇士モニ
ュメントを活用し
た回遊事業

■内容
真田十勇士のモニ
ュメント１０体を
中心市街地商店街
の各所に設置し、
街なか回遊促進を
図る

■実施時期
平成 24 年度～

信 州 上
田 城 下
町 ウ ォ
ー キ ン
グ 実 行
委員会

上田市

上田城を築き、池波正太郎氏の代表作にも
描かれ、全国的にもファンの多い真田氏。そ
の家臣として、『立川文庫』やＮＨＫ人形劇、
また最近ではアニメ『戦国ＢＡＳＡＲＡ』で
も人気の高い真田十勇士のモニュメント１
０体を中心市街地商店街の各所に設置。

架空のヒーローに遭える街として、子ども
たちに夢と希望を与え、大人たちに懐古感、
ワクワク感を提供し親子でも楽しめる空間
を演出し、商店街や市民団体が実施する「真
田」関係事業とも連携し、街なか回遊促進を
図っている。

商店街及び市民団体で組織されたウォー
キング実行委員会が実施主体となり、事業者
等が連携した活動により地域活力向上を図
る「中心市街地の歩行者通行量」の増加を目
的とする中心市街地の活性化に必要な事業
である。
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■事業名
○61日本一の兵「真
田幸丸」プロジェ
クトによる商店街
活性化事業

■内容
商店街のオリジナ
ルキャラクターを
利活用した商店街
活性化事業

■実施時期
平成 25 年度～

原 町 一

番 街 商

店会

池波正太郎氏の代表作にも描かれ、全国的
にもファンの多い「真田」をテーマに一貫し
て取組んで来た同商店街のオリジナルのゆ
るキャラクター「真田幸丸」を利活用し、講
演会を開催し、全国からご当地キャラクター
に集め、また、商店街にある池波正太郎真田
太平記館との連携を図り、全国発信をするこ
とで、商店街の活性化を図ることは、「中心
市街地の歩行者通行量」の増加を目的とする
中心市街地の活性化に必要な事業である。

■事業名
○62大手門地区商業
施設拡充事業

■内容
コンビニエンス

ストアが市、商店
街及び商工会議所
等の要望を入れ、
戦国武将「真田」
物産販売、観光情
報発信、安心・安
全の場の提供、街
なか回遊にもつな
がる店舗を設置し
連携して賑わいを
創出

■実施時期
平成 23 年度～

㈱ セ ブ
ン・イレ
ブン・ジ
ャパン

前計画で、中心商店街の中央交差点付近
に、コンビニエンスストアが本部直営店とし
て新規出店した。

地元商店街、商工会議所及び市等の要望を
入れ、上田城大手門に位置することから、外
観は景観に配慮し和風デザインとし、品揃え
も戦国武将「真田」に関連した土産物物販及
び観光パンフレット配置により観光客にも
対応し、中心市街地の賑わいを創出してい
る。

小学校通学路に面した店舗は、24 時間営
業及び顧客用トイレ設置等コンビニエンス
ストアならではの機能・サービスは子どもた
ちを始め地域の安心・安全の向上につながっ
ている。

また、地元商店街等の要望を入れ、年間を
通じ、祭り・イベントの際は、駐車場の一部
開放など地域と一体となった賑わいづくり
に貢献している。

新計画で拡充を図り、さらに商店街として
の連続性、観光物産の扱い、安心・安全、地
域と一体となった賑わい作りなどを図る当
該事業は、市民、事業者等が連携した活動に
より地域活力の向上を図り、また、上田城跡
公園と池波正太郎真田太平記館をつなぐ位
置にあることから「中心市街地の歩行者通行
量」の増加を目的とする中心市街地の活性化
に必要な事業である。

■事業名

○63映画のまち、ロ

ケ地ツアー事業

■内容

中心市街地の中の

映画等ロケ地巡り

ツアー

■実施時期

平成 27 年度～

実 行 委

員会

上田市では、ロケ誘致による観光振興、地

域活性化を目的に、平成１３年、信州上田フ

ィルムコミッションとして組織化。今までで

累計１２３本の映画、７７本のＴＶドラマの

ロケ実績がある（平成２５度は映画２本、ド

ラマ３本）。ロケ誘致の主な代表作は「サマ

ーウォーズ」というアニメーション映画や

「青天の霹靂」。ロケ地マップの製作。中心

市街地でも多くのロケ地があり、ロケ地を巡

るツアーは、市民、事業者等が連携した活動

により地域活力の向上を図る「中心市街地の

歩行者通行量」の増加に必要な事業である。
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■事業名
○65 真田コンシェ
ルジュ養成講座
事業

■内容
観光案内や街な
か案内ができる
人を養成

■実施時期
平成 27 年度～

商店街 商店街が主体的に、商店主自ら、街を訪れ
る人に、おもてなしの心で、真田を中心に観
光案内や街なか案内ができる人になろうと
する「真田コンシェルジュ養成講座事業」は、
地域の魅力を高め、地域活力向上を図る「中
心市街地の歩行者通行量」の増加を目的とす
る中心市街地の活性化に必要な事業である。

■事業名
○66歴史的地名を保

存・活用したまち

づくり事業

■内容

市民協働による歴

史的地名の活用と

表示板・案内板等

の設置充実

■実施時期

平成 2 年度～

上田市 市街地の歴史を刻み、地域の営みや情景を
映す貴重な歴史的文化遺産である「歴史的地
名」は、昭和 44 年から 48 年にかけて実施
された住居表示整備事業によって現在の町
名に変更された。

歴史的地名を保存・活用したまちづくりを
市民とともに推進するこの事業は、中心市街
地の誇りと愛着を新たにし、住民同士の交流
と地域コミュニティの活性化を図り、「中心
市街地の歩行者通行量」の増加を目的とする
中心市街地の活性化に必要な事業である。

■事業名
○67真田ブランド推

進事業

■内容
戦国武将・真田

氏を活用した信州
上田をＰＲする観
光振興事業

■実施時期
平成 25 年度～

上田市 上田に訪れた観光客に楽しんでもらい、満
足度を高めることで、何回も訪れたいと思っ
ていただける信州上田のファンを増やし、地
域経済の活性化につなげことを目的とする
ために「真田氏を活用した観光振興」を推進
し、上田の魅力発信と知名度の向上を図る。

真田氏を積極的に活用した観光メニューと
して、滞在型観光モデールコースの設定や、
上田城における信州上田おもてなし武将隊に
よる活動、上田駅を真田氏をイメージした統
一的な装飾にする観光客受入事業などによ
り、効果的な活用を実施し、観光客の回遊を
促すことから、「中心市街地の歩行者通行量」
の増加を目標とする中心市街地の活性化に必
要な事業である。

■事業名
○68交通機関を活用

した市街地観光客

誘客事業
■内容
交通機関（鉄道、
タクシー、路線バ
ス等）を活用し、
市街地への観光客
周遊を目的とした
信州上田をＰＲす
る観光振興事業

■実施時期
平成 26 年度～

上田市 平成 26 年に運行開始とした観光列車「ろ
くもん」を活用し、乗降する観光客への市街
地回遊を促すため、市街地周遊モデルコース
などをパンフレット等で案内。

観光ガイドタクシーの旅行商品として、ガ
イド・コースメニューの中に、市街地回遊プ
ランを設定し、観光客の市街地回遊を促進す
るため積極的な活用を図っている。

街中回遊路線バスを活用し、観光ポイント
を周遊するコースを設定することにより、観
光客の回遊を促すことから、「中心市街地の
歩行者通行量」の増加を目標とする中心市街
地の活性化に必要な事業である。
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■事業名
○69心の花美術館事
業

■内容
商店街の中の私設
の美術館設置運営

■実施時期
平成 26 年度～

民 間 事
業者

心の花美術館は、個人で収集した美術品の
展示や企画展などを行う美術館設立。展示ス
ペースは１階、階段途中の中２階、２階の３
フロア。車いすの人でも階段を上がれる器具
も準備。「敷居の高い美術館のイメージを取
り払い、子どもが入って来られる駄菓子屋的
な地元密着のプチ美術館にしたい。上田に新
たな文化の風を送り込みたい」という言葉ど
おり、現代アートも手に届くところに感じる
施設。事業者等が連携した活動により地域活
力の向上を図る「中心市街地の歩行者通行
量」の増加を目的とする中心市街地の活性化
に必要な事業である。

■事業名
○70お舟の天王復元

活用事業
（海野町商店街）

■内容
「山車」復活によ
る活性化事業

■実施時期
平成 26 年度～

海 野 町
商店街
・自治会

寛政１２年の建造から２００年余が経過
し、木材の傷みも激しく、近年はお舟蔵に眠
ったままとなっていた海野町商店街の「お舟
の天王山車」を、平成２６年、企業等の協力
により修復。実に１３０年ぶりに引き出した
事業は、地元自治会及び商店街が連携し取組
んだ成果。「お舟の天王山車」復活は途中で
あるが、自ら街の宝を再発見し、街に誇りと
愛着を持つきっかけになり、住民同士の交流
と地域コミュニティの活性化を図るもので
あり、「中心市街地の歩行者通行量」の増加
を目的とする中心市街地の活性化に必要な
事業である。

■事業名
○71お山の天王研究

復元活用事業

（原町商店街）
■内容
「山車」復活によ
る活性化事業

■実施時期
平成 27 年度～

原 町 一
番 街 商
店会・自
治会

祇園祭は城祭りとして営まれていたもの
で、海野町から「お舟の天王」山車、原町か
ら「お山の天王」山車が出され、それぞれ常
田獅子・房山獅子が出されていたという。１
３０年ぶりに引き出された「お舟の天王」山
車は保存されていたものを修理することが
できたが、原町のお山の天王は、現物が残さ
れていない。そのため、商店街を中心に資料
集め、講座の開催などを行う事業は、自ら街
の宝を再発見し、街に誇りと愛着を持つきっ
かけを作ろうとするものであり、「中心市街
地の歩行者通行量」の増加を目的とする中心
市街地の活性化に必要な事業である。

■事業名
○72天神天満宮祭事

業
■内容
「天満宮」を活か
した活性化事業
■実施時期
平成 25 年度～

天 神 商
店街

まちの名の由来にもなる「天満宮」を活か
した信州天満宮祭は、合格祈願「千社札」の
配布、縁日、ご当地ヒーローショーなどは、
地元商店街の手作りのイベント。街に誇りと
愛着を持つきっかけを作ろうとするもので
あり、「中心市街地の歩行者通行量」の増加
を目的とする中心市街地の活性化に必要な
事業である。

■事業名
○73ＮＨＫ大河ドラ
マ「真田丸」プロ
ジェクト
■内容
大河ドラマ放映を
チャンスとした取
組みを検討

上田市 平成 28 年放送の NHK 大河ドラマのタイ
トルが、戦国武将の真田幸村の生涯を描く
「真田丸」に決まったことを受け、戦国時代
に真田氏の領地だった当市では、官民挙げ
て、このチャンスを活かすべく、また放送後
も、来街者がリピータとなって来ていただけ
るまちづくりに取組んでおり、街に誇りと愛
着を持つきっかけを作ろうとするものであ
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■実施時期
平成 27 年度～

り、「中心市街地の歩行者通行量」の増加を
目的とする中心市街地の活性化に必要な事
業である。

■事業名
○74海野まちみらい
会議

■内容
地権者自ら市民の
声を聴く場を設置

■実施時期

平成 25 年度～

商店主 海野まちみらい会議は、自らの建物をミニ
再開発するにあたり、地権者が、市民の声を
聞き反映できることはしたいということで、
ワークショップなどを実施し、広く公開。

事業者自らが住民の声を聞くという姿勢
は、固有のファンを増やすことにつながり、
地域活力の向上を図る「中心市街地の歩行者
通行量」の増加を目的とする中心市街地の活
性化に必要な事業である。

■事業名
○75近代化産業遺産
（蚕都）巡り事業

■内容
中心市街地付近の
製糸関連近代化産
業遺産を巡るツア
ー

■実施時期

平成 25 年度～

実 行 委
員会

世界遺産に登録決定した、群馬県の富岡製
糸であるが、当市は「蚕都（さんと）として
経済的に発展した歴史を今に伝え建物や現
役として今も使われている建物もある。明治
から昭和初期の雰囲気を持つため映画・テレ
ビの撮影にも良く使われる。

中心市街地付近の製糸関連近代化産業遺
産としては国の文化財に指定された旧常田
館製糸場（笠原工業㈱倉庫・繭倉・常田館・
同館所有物）の他、信州大学繊維学部講堂、
上田蚕種㈱事務棟等同時代の建物が中心市
街地に多く点在し、それらを巡ることは、「中
心市街地の歩行者通行量」の増加を目的とす
る中心市街地の活性化に必要な事業である。

■事業名
○76上田駅戦国装飾
事業
■内容
上田駅構内を戦国
風をイメージした
装飾する事業

■実施時期
平成 27 年度～

上田市 戦国時代に真田氏の領地だった当市では、
上田駅構内を、真田をテーマにしたディスプ
レイを、九州旅客鉄道（JR 九州）デザイン
顧問で、インダストリアルデザイナー（工業
デザイナー）の水戸岡 鋭治氏にデザインを
依頼。上田駅の魅力を高め、来訪者を誘う装
飾は、「中心市街地の歩行者通行量」の増加
を目的とする中心市街地の活性化に必要な
事業である。

■事業名
○77街中等観光ガイ
ド運営

■内容
事業
街中等観光ガイド
運営

■実施時期
平成 27 年度～

上 田 観

光 コ ン

ベ ン シ

ョ ン 協

会

ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」の放送決定に

伴い、上田市に訪れる観光客は増加すると見

込まれることから、中央商店街のエリアの中

に観光案内所を設け、観光客への効率的な観

光案内サービスを提供するとともに、市街地

回遊を促すものとする。
また、上田城櫓門前に常設的な観光ガイド

を運営し、観光客へのおもてなしの向上を図
るものであり、「中心市街地の歩行者通行量」
の増加を目標とする中心市街地の活性化に必
要な事業である。
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■事業名
○78市民会館駐車場
物産展等出展ブー
ス、仮設トイレの
設置運営

■内容
物産展等出展ブー
ス、仮設トイレの
設置運営事業

■実施時期
平成 27 年度～

上 田 観

光 コ ン

ベ ン シ

ョ ン 協

会

上田城跡公園に訪れる観光客への受入体制
の整備の一環として、上田市民会館駐車場に
おいて、信州上田産を販売する物産展ブース
や、観光客用の仮設トイレを設置運営し、観
光客へのおもてなしの向上を図るものである
ことから、「中心市街地の歩行者通行量」の増
加を目標とする中心市街地の活性化に必要な
事業である。

■事業名
○79市街地花おもて
なし事業

■内容
市街地を花で飾る
事業

■実施時期
平成 27～29 年
度

上田市

(商店街、

自治会

等）

平成 26 年度の北陸新幹線金沢延伸やＮＨ

Ｋ大河ドラマ「真田丸」放送決定により、よ

り多くの観光客が上田を訪れる見込みであ

る。

駅・原町・海野町から城跡公園までのルー

トにプランターやフラワータワー等を設置

し、花いっぱいの上田市で観光客をお迎えす

ることから、「中心市街地の歩行者通行量」

の増加を目標とする中心市街地の活性化に

必要な事業である。

■事業名
○85店舗リニューア
ル事業補助金

■内容
商店街の商業者で
自ら店舗改修する
者への支援
店舗外観改装補助
1/3or1/2、上限
20 万円又は 30
万円

■実施時期
平成 27 年度～

上田市 商店街にある店舗の外装を改装する際、補

助を行う制度を創設した。

商店街の景観性を高め、魅力を高めること

によって中心市街地のにぎわいの創出を図

るものである本事業は、「中心市街地の歩行

者通行量」の増加を目標とする中心市街地の

活性化に必要な事業である。

中 心 市
街 地 活
性 化 ソ
フ ト 事
業 申 請
予定（平
成 27～
31 年
度）
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８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項

［１］公共交通機関の利便性の増進及び措置の推進の必要性

(1) 現状分析

（現状）

上田市の中心市街地は、北陸新幹線等３社の鉄道路線、バスが結節する上田駅を抱え、市内で公

共交通機関が最も便利な市街地である。

しかし、市内各世帯の自動車保有台数は年々増加し（Ｐ16）、車中心の生活様式が一層､進展して

いることから、新幹線を除く鉄道の利用者は減少傾向にあり、しなの鉄道は、平成 22 年度以降若

干増加しているものの、平成 11 年と比較し平成 25 年は約 15.5％減少、上田電鉄別所線は約 20％

減少している状況である。

バスについては、上田市内では路線バス 21 路線、うち廃止代替バス 13 路線、市が運営するコ

ミュニティバス 5 種類（上田市街地循環バス、丸子地域循環バス、真田地域ふれあいバス、武石デ

マンド交通、オレンジバス）が運行されている。このうち、中心市街地を運行するコミュニティバ

スは上田市街地循環バス、オレンジバスの２種類であり、合せて年間約 5 万人から６万人の利用で

推移している。

今後、高齢化の進展により、車の運転ができない人が増えると予想され、そうした人々の生活を

確保するためには、公共交通の維持は不可欠であり、効率的なサービス提供のあり方の検討を進め

ていく必要がある。

（事業の取組状況）
前計画では、都市地域総合交通戦略として、道路、公共交通を含めた交通戦略の策定をすると同

時に、上田駅へのアクセスを向上し､利用しやすくするため、市内循環バス、オレンジバスの運行に

ついて再構築を図った。その上で、別所線再生支援事業や平成 27 年 3 月の北陸新幹線の金沢延伸

に向け、沿線都市の連携による交流人口増加について協議してきた。

(2) 公共交通機関の利便性の増進、特定事業及び措置の推進の必要性

（テーマとの関連）

鉄道開通以前から上田市は城下町、宿場町として街道の結節点であり多くの人で賑わった。

鉄道開通後は、さらに遠方から多くの人を上田駅を中心とした市街地に呼び込んだ。現代におい

ても公共交通はもとより自動車による中心市街地へのアクセスの向上のほか、より広い範囲から新

幹線を使って人を呼び込むことは「城下町ルネッサンス」を図るために必要である。

（目標との関連）

今後の人口減少社会、高齢化社会の進展を考えると、中心市街地の活性化を進めるためには公共

交通機関によって郊外からも中心市街地にアクセスしやすくすることが必要である。

また、上田駅と前計画で整備されたＪＴ開発地の交流文化芸術センター・大型商業施設、計画で

整備を進める上田城跡公園などを結び循環するバスを運行することで個人旅行者が自由なプランで

上田市内の観光を楽しめるよう、観光との連携も必要である。

このことから、生活支援、観光振興という観点から公共交通機関の利便性を高める施策展開をし

ていくことが必要である。

（重点事業）

以上の現状及び必要性を踏まえ、中心市街地の活性化を目指す上で必要性が高く、目標達成に寄

与する「公共交通機関の利便性の増進等」事業として、以下の事業を位置付ける。

① 都市機能として不可欠なバス路線の確保・維持・活性化を目指す事業

② 市街地を巡る新しい循環バス事業
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［２］ 具体的事業の内容

（１） 法に定める特別の措置に関連する事業

該当なし

（２）① 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体 目標達成のための位置付け及び必要性

支 援 措 置 の
内 容 及 び
実 施 時 期

その他
の事項

■事業名
○80別所線再生支援
事業

■内容
別所線の存続及び
利用促進に向けた
資金的な支援をす
る事業

■実施時期
平成 16～27 年
度

上田市 別所線は、中心市街地と郊外を接続する鉄
道として上田電鉄の中で唯一存続している
路線である。また、「信州の鎌倉」として名
高い塩田地域や別所温泉と上田城跡公園な
ど中心市街地の観光地を結ぶ重要な路線で
ある。

鉄道の存続により郊外からの住民の中心
市街地へのアクセスのほか､塩田・別所温泉
方面へ向かう観光客の交通手段が確保でき､
来街者を増やすことにつながり、市民、事業
者等が連携した活動により地域活力の向上
を図る「中心市街地の歩行者通行量」の増加
を目標とする中心市街地の活性化に必要な
事業である。

また、交通手段としての別所線再生は、居
住満足度の高い安全・安心な中心市街地の形
成を進める「中心市街地の居住人口」の増加
にとっても必要な事業である。

【支援措置】
社会資本整備
総合交付金（都
市再生整備計
画事業）
（千曲川リバー
サイド地区Ⅰ
期・Ⅱ期）

【実施時期】
平成 16～27
年度

（２）② 認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

該当なし

（３） 中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体

目標達成のための位置付け及び必要性
支 援 措 置 の
内 容 及 び
実 施 時 期

その他
の事項

■事業名
○81コミュニティバ
ス運行事業

■内容
循環バス、オレン
ジバスの運行再構
築

■実施時期
平成 20～29 年
度

上田市 上田市では平成 19 年度に「公共交通活性
化プラン」を策定し、バス路線のあるべきサ
ービスレベルについて検討した。

バス路線の再編、新設等によりルート及び
運行時間の見直しを行い、中心市街地へのア
クセスの向上、中心市街地内の移動利便性の
向上を図ることになった。

中心市街地の回遊性を図るため、まちなか
循環バスの導入について検討を進めること
は、今後、市民、事業者等が連携した活動に
より地域活力の向上を図る「中心市街地の歩
行者通行量」の増加並びに居住満足度の高い
安全・安心な中心市街地の形成を進める「中
心市街地の居住人口」の増加を目標とする中
心市街地の活性化に必要な事業である。

【支援措置】
地域公共交通
活性化・再生
総合事業

地域公共交通

確保維持改善

事業

【実施時期】
平成 20～29
年度
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（４） 国の支援がないその他の事業

事業名、内容
及び実施時期

実施
主体 目標達成のための位置付け及び必要性

国以外の支援
措置の内容及
び 実 施 時 期

その他
の事項

■事業名
○82北陸新幹線沿線
都市交流連携事業

■内容
平成 26 年度末に
金沢に延伸する新
幹線沿線都市の連
携によって交流人
口の増加を目指す
事業

■実施時期
平成 22 年度～

上田市他 上田市の観光の拠点となる上田城跡公園

は中心市街地にある。

平成 27 年 3 月に北陸新幹線が金沢まで

延伸となることによって、新幹線停車都市

の広域的な連携により、さらに観光客を上

田市に呼び込むことにつながるこの事業

は、「中心市街地の歩行者通行量」の増加を

目的とする中心市街地の活性化に必要な事

業である。

■事業名
○83運賃低減バス運

行事業（実証運行）

■内容

都市機能として不

可欠なバス路線の

確保・維持・活性

化を目指す事業

■実施時期

平成 25 年度～

28 年度

上田市 上田市内の路線バスは、通勤・通学、買

い物・通院等を中心とした生活に不可欠な

公共交通であり、主には中心市街地にある

上田駅を起点として、市内では丸子・真田・

塩田方面、市外においては、佐久・青木方

面など多方面への運行を行っている。近年

利用者が減少傾向にあり、行政負担額も増

加するなど路線の確保・維持が課題となっ

ている。

バスの運行に対する補助ではなく利用者

に対する補助という新たな視点で、多様な

利用目的や効果を生む運賃低減施策を推進

し、輸送人員の増加と併せて中心市街地へ

の回遊性を図ることは、地域活力の向上を

図る「中心市街地の歩行者通行量」の増加

並びに居住満足度の高い安全・安心な中心

市街地の形成を進める「中心市街地の居住

人口」の増加を目標とする中心市街地の活

性化に必要な事業である。

■事業名
○84市街地新循環バ

ス運行事業

■内容

市街地を巡る新し

い循環バス

■実施時期

平成 27 年度～

上田市 中心市街地のうち、上田駅、上田城跡公

園、交流文化施設「サントミューゼ」等コ

ンパクトな範囲を結び循環することで、観

光客の利便性確保、中心市街地の活性化を

図ることは、地域活力の向上を図る「中心

市街地の歩行者通行量」の増加並びに居住

満足度の高い安全・安心な中心市街地の形

成を進める「中心市街地の居住人口」の増

加を目標とする中心市街地の活性化に必要

な事業である。
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８．４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業に関する事項

No. 事業一覧 No. 事業一覧

４．土地区画整理事業、道路等市街地の整備改善に関する事業 (50) コミュニケーションボード設置事業

(3) 公共サイン整備事業 (51) 商店街イルミネーション事業

５．都市福利施設に関する事業 (53) 「軍手ィ」プロジェクト事業

(22) 赤ちゃんステーション設置推進事業 (54) うえだ城下町映画祭事業

６．住宅の供給、居住環境の改善に関する事業 (55) メディアとのタイアップ事業

(30) 上田駅前パトロール (56) 夏祭り開催事業

(31) 街なか健康ウォーク (57) 市街地景観整備促進事業

(32) 商店街あったかフォト選と商店街マップ活用 (60) 真田十勇士モニュメントを活用した回遊事業

(33) 信州上田街なかサロンｄｅ講座、まち歩き事業 (63) 映画のまち、ロケ地ツアー事業

７．経済活力の向上に関する事業 (67) 真田ブランド推進事業

(35) まちなかレンタサイクル事業 (68) 交通機関を活用した市街地観光客誘客事業

(36) 商店街イベント開催事業 (73) ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」プロジェクト

(37) 賑わいのまちづくり（中心市街地活性化支援事業）事業 (79) 市街地花おもてなし事業

(38) 中心商店街空き店舗活用助成事業 (85) 店舗リニューアル事業補助金

(40) 空き店舗情報一元化事業 (89) 城下町上田誘客促進事業

(41) テナント出店支援事業 ８．公共交通の活性化その他の事業

(42) 上田城千本桜まつり事業 (80) 別所線再生支援事業

(43) 上田真田まつり事業 (81) コミュニティバス運行事業

(44) まち中観光誘客事業 (82) 北陸新幹線沿線都市交流連携事業

(47) 共通駐車券発行事業 (83) 運賃低減バス運行事業（実証運行）

(49) ＡＥＤ設置・運用事業 (84) 市街地新循環バス運行事業

全域又は広範囲にわたる事業

原町一番街商店会

松尾町商店街

海野町商店街

天神商店街

9観光交流センター（まち

の駅）設置運営事業

4街なみ環境整備事業 柳町紺屋町地区

上田市計画事業位置図

28優良建築物等整備事業（原町）

6新参町線無電柱化事業

87上田城跡前修景事業

5中常田新町線道路整備事業

7史跡上田城跡整備事業

12上田城跡公園ﾊﾞﾘｱﾌﾘー化事業

1櫓下泉平線道路整備事業

計画区域

住宅団地

(130戸)

2上田橋中島線道路整備事業

75近代化産業遺産（蚕都）巡り事業（拠点）

10上田城跡公園駐車場整備

事業（櫓下駐車場）

11上田城跡公園北駐車場整備事

業（青少年ホーム駐車場）

14子育て中の女性がいき

いきと働くための環境整備

15コミュニティ施設等整備事業（柳町商工振興会）

34優良建築物等整備事業

（海野町）

66歴史的地名を保存・活用したまちづくり事業（柳町）

27上田映劇を活用した

商店街活性化事業

86上田映劇エネルギー

効率向上事業

69心の花美術館事業

（本町）

23交流文化芸術センター運営事業

サントミューゼ

交流文化芸術セン

ター・美術館

総合健康

センター

上田城跡公園

上田駅

アリオ上田

イオン上田

Ａ＝193ha

16観光会館売店運営事業

18上田市立博物館活用事業

21情報ライブラリー運営事業

88ふれあい福祉センター耐震改修事

59インフォメーション

コーナー設置事業

24上田市立美術館事業

78市民会館駐車場物産展

等出展ブース等設置運営

62大手門地区商業施設

拡充事業

6４信州上田灯りの祭典事業

76上田駅戦国装飾事業

8第二中学校改築事業

26池波正太郎真田太平記館事業



109

まち歩き

安心健幸マップ

（中心商店街回遊事業）

原町一番街商店会

松尾町商店街

海野町商店街

天神商店街

ソフト事業位置図（商店街地区）

計画区域

住宅団地

(130戸)

＜海野町商店街＞
17共同作業所「ぽけっと」

運営事業

19海野町会館運営事業

20海野町ふれあいサロン

（高齢者のふれあいの場）

45海野町商店街フードサ

ミット事業

48海野町商店街駐車場運営

事業

52定期野菜市（海野町）

70お舟の天王復元活用事業

（海野町）

74海野まちみらい会議

＜松尾町商店街＞
25空店舗を活用した食のコミュ

二ティスペース・人材育成事業

46松尾町商店街情報誌「真田

坂」発行事業

58電子マネー端末導入事業

77街中等観光ガイド運営

サントミューゼ

交流文化芸術セン

ター・美術館

総合健康

センター

上田城跡公園

上田駅

アリオ上田

イオン上田

Ａ＝193ha

＜うえだ原町一番街商商店会＞
13サポートステーション運営事業

39原町一番街商店会幸村まつり事業

52定期野菜市事業（原町）

61日本一の兵「真田幸丸」プロジェ

クトによる商店街活性化事業

65真田コンシェルジュ養成講座事業

71お山の天王研究復元活用事業（原

町）

＜天神商店街＞
72天神天満宮祭事業

＜柳町商工振興会＞
29歴史的街並み景観保全事


